
ウ
ソ
と
ゴ
マ
カ
シ
の
市
政
許
せ
な
い

国
会
で
は
統
一
協
会
（
世
界
平
和
統
一
家
庭
連

合
）
と
の
癒
着
が
相
次
い
で
発
覚
し
た
山
際
大
志

郎
経
済
再
生
担
当
相
が
辞
任
し
ま
し
た
。
岸
田
文

雄
首
相
も
、
解
散
命
令
を
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
国
民
世
論
が
追
い
込
ん
で
い
ま
す
。

碧
南
市
で
は
禰
宜
田
市
長
が
、
今
も
統
一
協
会

と
の
関
係
を
自
ら
明
ら
か
に
せ
ず
、
反
省
も
謝
罪

も
今
後
関
係
を
断
つ
こ
と
も
表
明
し
て
い
ま
せ
ん
。

ウ
ソ
と
ゴ
マ
カ
シ
で
逃
げ
切
ろ
う
と
す
る
態
度

は
市
民
を
愚
弄
す
る
も
の
で
す
。

真
相
解
明
と
徹
底
追
及
を

日
本
共
産
党
は
真
相
解
明
と
徹
底
追
及
の
た
め

に
市
民
の
み
な
さ
ん
に
「
碧
南
市
長
と
市
会
議
員

が
統
一
協
会
と
の
関
係
を
断
つ
よ
う
求
め
る
請
願

書
」
の
署
名
を
呼
び
か
け
ま
す
。

請
願
趣
旨

世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
及
び
関
係
団
体
（
以

降

統
一
協
会
）
と
政
治
家
と
の
癒
着
に
よ
っ
て
、

政
治
や
社
会
が
ゆ
が
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
日
増

し
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
世
信
者
や
被

害
者
が
、
多
額
な
献
金
や
財
産
を
失
い
家
庭
崩
壊

と
な
っ
た
事
例
を
含
め
、
正
体
を
隠
し
た
勧
誘
、

財
産
収
奪
、
集
団
結
婚
式
な
ど
の
統
一
協
会
の
手

法
は
、
裁
判
で
も
悪
質
性
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

不
安
に
乗
じ
て
心
を
支
配
し
、
信
教
の
自
由
を
侵

害
す
る
こ
と
は
極
め
て
悪
質
で
す
。
統
一
協
会
の

友
好
団
体
が
昨
年
と
今
年
の
国
政
選
挙
前
に
自
民

党
の
国
会
議
員
に
対
し
、
憲
法
改
正
や
家
庭
教
育

支
援
法
制
定
、
日
韓
ト
ン
ネ
ル
の
実
現
推
進
な
ど

を
記
し
た
「
推
薦
確
認
書
」
な
る
署
名
を
求
め
て

い
た
こ
と
。
外
国
に
本
拠
を
置
く
団
体
が
、
自
民

党
を
通
じ
て
内
政
に
干
渉
し
た
重
大
な
疑
惑
も
あ

り
ま
す
。

統
一
協
会
の
教
義
で
は
、
日
本
を
サ
タ
ン
の
国
と

し
文
鮮
明
の
決
め
た
相
手
と
集
団
結
婚
し
、
自
由

な
恋
愛
や
結
婚
な
ど
「
愛
」
を
否
定
す
る
考
え
は
、

人
権
と
民
主
主
義
を
旨
と
す
る
日
本
や
碧
南
市
の

社
会
や
政
治
に
も
反
し
ま
す
。

こ
う
し
た
集
団
結
婚
式
を
容
認
し
、
関
係
団
体
の

実
行
委
員
長
や
講
演
を
行
い
自
ら
碧
南
市
長
と
し

て
広
告
塔
の
役
割
を
し
て
き
た
こ
と
は
、
「
公
私

の
別
」
「
知
ら
な
か
っ
た
」
で
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
疑
問
に
答
え
、
ウ
ソ
と

ゴ
マ
カ
シ
の
な
い
市
政
に
す
る
責
任
が
今
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
以
下
の
項
目
に
誠
実
に
応
え
て
い

た
だ
く
よ
う
求
め
ま
す
。

請
願
項
目

１
、
市
長
な
ら
び
に
市
会
議
員
は
、
統
一

協
会
と
の
関
わ
り
を
市
民
の
前
に
明
ら

か
に
し
て
く
だ
さ
い
。

２
、
統
一
協
会
と
の
関
係
を
、
今
後
き
っ

ぱ
り
断
ち
切
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

く
だ
さ
い
。

３
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
統
一
協
会

の
解
散
命
令
を
早
期
に
行
う
こ
と
、
被

害
防
止
及
び
救
済
を
行
う
よ
う
意
見
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

返
信
用
封
筒
を
準
備
中
で
す

た
だ
い
ま
郵
便
局
で
受
取
人
払
い
の
封
筒
の
手
続

き
を
取
っ
て
い
ま
す
。
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の
お
力
で
署
名
を
広
げ
て
く

だ
さ
い
。
今
週
の
赤
旗
し
ん
ぶ
ん
に
折
り
込
ん
だ

署
名
用
紙
は
、
集
金
人
な
ど
最
寄
り
の
党
員
に
お

知
ら
せ
、
お
届
け
く
だ
さ
い
。
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碧南市長と市会議員が統一協会との関係を断つよう求める請願

豊橋市の元信者の方から
「ねぎた市長は許せない」と

日本共産党に、豊橋市の統一協会元信者の女性から連絡が

入りました。ご自身は、多額の献金集団結婚などの被害にあ

い、統一協会本部まで行き、一部の献金を取り戻したそうで

す。テレビで禰宜田市長の対応や議会答弁を聞いて「ウソば

かり言っている」と怒りがこみあがって来たそうです。「禰

宜田市長に物言う機会があるならいつでも出ていきたい」と

の訴えでした。非科学的な洗脳によって、人生を壊された被

害者の苦悩の声が広がっています。こうした非人間的なカル

ト集団を容認したままで「碧南市長」としていいのか。市民

が問われています。

統
一
協
会
・
野
党
共
闘
の
行
方
・
安
保
外
交
【
写
真
】

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
田
原
総
一
朗
氏
と
対

談

志
位
委
員
長

縦
横
に
語
る

25
日
発
売
の
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
11
月
６
日
号

が
「
倉
重
篤
郎
の
ニ
ュ
ー
ス
最
前
線
」
で
、
「
ど

う
な
る
！
？
旧
統
一
教
会
と
の
最
終
戦
争
の
結
末
」

と
題
し
て
、
日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
と

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
田
原
総
一
朗
氏
の
対
談
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
両
氏
は
、
統
一
協
会
（
世
界
平

和
統
一
家
庭
連
合
）
と
自
民
党
と
の
癒
着
問
題
と

と
も
に
、
野
党
共
闘
の
行
方
、
日
本
の
外
交
・
安

全
保
障
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
語
り
合
い

ま
し
た
。
志
位
氏
は
「
出
発
点
は
１
９
６
８
年
、

笹
川
良
一
ら
右
翼
と
共
に
岸
信
介
元
首
相
が
発
起

人
に
な
っ
て
『
勝
共
連
合
』
と
い
う
統
一
教
会
と

一
体
の
反
共
組
織
を
作
っ
た
。
そ
れ
以
来
半
世
紀

に
わ
た
る
歴
史
的
癒
着
関
係
が
あ
る
」
と
指
摘
。



県
下
の
自
治
体
動
か
す

42
年
間
の
歴
史

10
月

19
日
２
０
２
２
年
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
碧
南
市
を

訪
れ
ま
し
た
。
愛
知
県
医
療
介
護
福
祉
労
働
組
合
な
ど
実
行

委
員
会
６
名
と
地
元
碧
南
市
民
は
年
金
者
組
合
、
新
日
本
婦

人
の
会
、
民
主
商
工
会
な
ど
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

碧
南
市
か
ら
は
９
名
の
役
職
者
が
対
応
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
１
９
８
０
年
か
ら

42
年
間
愛
知
県
下
す
べ
て

の
市
町
村
を
回
っ
て
く
ら
し
い
の
ち
を
守
る
施
策
の
比
較
を

冊
子
に
し
て
行
政
側
か
ら
も
生
き
た
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

幸
田
町
で
18
歳
ま
で
通
院
費
無
料
化

今
年
は
、
幸
田
町
が

18
ｍ
歳
ま
で
の
入
通
院
無
料
化
を
西

三
河
初
で
実
施
。
刈
谷
市
で
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
補
助
実

施
な
ど
の
前
向
き
な
変
化
を
携
え
て
の
交
渉
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
、
国
保
の
負
担
軽
減
と
拡
充
を

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
事
前
に
碧
南
市
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
回

答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

①
安
心
で
き
る
介
護
保
険
＝

18
項
目

②
国
保
の
改
善
＝

12
項
目

③
税
の
徴
収
、
滞
納
問
題

④
生
活
保
護
・
生
活
困
窮
者
支
援
＝

11
項
目

⑤
福
祉
医
療
制
度
＝
５
項
目

⑥
子
育
て
支
援
＝

12
項
目

⑦
障
害
者
・
児
施
策
＝

12
項
目

⑧
予
防
接
種
＝
２
項
目

⑨
健
診
・
検
診
＝
３
項
目

⑩
地
域
の
保
健
・
医
療
＝
３
項
目

の
合
計

79
項
目
の
要
望
と
、
国
や
県
へ
の
意
見
書
提
出
の
請

願
を
市
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

碧
南
市
で
は
せ
っ
か
く
減
免
制
度
が
あ
っ
て
も
利
用
料
で

０
件
、
保
険
料
で
３
件
し
か
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
貯
金
の
有

無
な
ど
条
件
の
厳
し
さ
と
制
度
の
周
知
が
弱
い
こ
と
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
認
定
者
へ
の
障
が
い
者
控
除
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
対
象
者
に
周
知
の
た
め
申
請
書
を
送
る
よ

う
に
求
め
ま
し
た
。

マ
ル
福
制
度
の
同
意
書
廃
止
を

県
下

40
自
治
体
で
、
75
歳
以
上
単
身
非
課
税
者
へ
の
医
療

費
無
料
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
14
自
治
体
は
や
っ
て
い
ま

せ
ん
。
碧
南
市
は
申
請
者
に
す
べ
て
の
子
ど
も
か
ら
同
意
書

を
取
っ
て
く
る
よ
う
に
求
め
弊
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

他
の
自
治
体
の
よ
う
に
、
３
条
件
に
該
当
す
れ
ば
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
夫
婦
で
も
非
課
税
世
帯
な
ら
対
象
に
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

国
保
５
年
で
県
の
標
準
保
険
料
に
引
き
上
げ

碧
南
市
は
国
保
の
基
金
を
ほ
ぼ
な
し
に
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
後
５
年
か
け
て
保
険
税
引
き
上
げ
を
行
う
予
定
で
す
。

５
年
間
で
総
額
約
２
億
５
千
万
円
引
上
げ
。
１
人
年
間
５

千
円
×
５
年
で
２
万
５
千
円
の
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

国
交
付
を
増
や
し
て
均
等
割
平
等
割
を
な
く
す
こ
と
な
ど

こ
れ
以
上
の
負
担
強
化
を
や
め
て
ほ
し
い
と
求
め
ま
し
た
。

介
護
４
億
円
の
基
金
で
保
険
料
引
き
下
げ
を

介
護
保
険
は
現
在
約
４
億
円
の
基
金
が
あ
り
ま
す
。
次
期

９
期
計
画
で
は
保
険
料
引
き
下
げ
を
求
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
悲
痛
な
体
験
も

参
加
者
か
ら
障
が
い
者
の
夫
が
コ
ロ
ナ
に
感
染
。
市
民
病

院
で
受
け
入
れ
を
断
ら
れ
他
。
こ
う
し
た
患
者
に
病
床
確
保

を
し
て
と
、
悲
痛
な
声
も
。
市
か
ら
検
討
し
た
い
と
。
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戦
争
法
廃
止
改
憲
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

11
月
19
日
（
土
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
6
ー
17

（
日
進
小
学
校
南

）

自治体キャラバン来碧
使える介護減免制度に、国保税引下げ、帯状疱疹ワクチン補助を

百年と希望上映日時
安城
11月６日㈰午後１時～
アンフォーレ・ホール

岡崎
11月18日㈮午後２時～
岡崎りぶらホール

刈谷
12月18日㈰
刈谷市総合文化セン
ター小ホール

共通券：999円（障がい者、18歳以

下無料）取扱い 山口090.8542.076

碧南市担当者９人に要望を届けるキャラバン隊 10/19市役所


